
 

 

 
【認定看護師の役割と特性】 

参考引用：日本看護協会ホームページ 認定看護師制度より抜粋 

認定分野 習得知識と技術 

感染管理 ・医療関連感染のサーベイランスの実践 

・各施設の状況の評価と感染予防・管理システムの構築 

糖尿病看護 ・血糖値を活用した生活調整支援 

・フットケアを通じた下肢重症化予防支援 

・糖尿病透析予防に関わる疾病管理及び療養生活支援 

がん性疼痛看護 ・痛みの総合的な評価と個別的ケア 

・薬剤の適切な使用及び疼痛緩和 

がん化学療法看護 ・がん化学療法薬の安全な取り扱いと適切な投与管理 

・副作用症状の緩和及びセルフケア支援 

訪問看護 ・在宅療養者の主体性を尊重したセルフケア支援 

・ケースマネジメント看護技術の提供と管理 

皮膚・排泄ケア ・褥瘡などの創傷管理およびストーマ、失禁などの排泄

管理 

・患者・家族の自己管理およびセルフケア支援 

救急看護 ・救急医療現場における病態に応じた迅速な救命技術、

トリアージの実施 

・災害時における急性期の医療ニーズに対するケア 

・危機状況にある患者・家族への早期的介入及び支援 

小児救急看護 ・救急時の子どもの病態に応じた迅速な救命技術、トリ

アージの実施 

・育児不安、虐待への対応と子どもと親の権利擁護 

透析看護 ・安全かつ安楽な透析治療の管理 

・長期療養生活におけるセルフケア支援および 

自己決定の支援 

認知症看護 ・認知症の各期に応じた療養環境の調整およびケア体制

の構築 

・行動心理症状の緩和･予防 

認定看護師とは 
看護協会が定める 615 時間の認定看護師教育を受け審査に合格した者に

与えられる資格です。患者・家族により良い看護を提供できるように専門

性を発揮しながら「実践・指導・相談」の役割を果たし、看護の質向上に

努めています。当院には 10分野 12人の認定看護師がいます。 


